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【テキスト】 

 旧全集の第四巻 後編「知るもの」四の第 6 段落冒頭の 356 頁 8 行目から 358 頁の 2 行目までを読了。 

 

 

【キーセンテンス】 

 変ずるものにおいては、具体的一般者の根柢が概念的に限定することができないと考えられる所以であ

る。（358 頁１～2 行目） 

 

 

【問い】 

 赤いリンゴに一方向から光を当てると、光が当たる部分は赤く、影になる部分は黒く見える。これは

「否定を含む肯定面」に当たるのではないか。それなら「このリンゴは赤い」という判断が生じる「知覚

の世界」においても、「見え方が異なっても同じこのリンゴ」という媒語面と、媒語が小語を完全には包

めない推論式的構造があると考えられないか。具体的一般者の根底が概念的に限定できないことは、変ず

るものに固有なのだろうか。 


